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鹿 島 義 雄
Mn(IICOO)2･2I12()(疑二次元格子弱強磁性結晶 )について,転移点TN 近傍の自発磁化
を極微小磁場下で(1()m()e以下 )測定すると,温度を para状態から㌔ (- 3･686K)を横






2回目のMs一用 線を測定するために温度を戻すのであるが,この時に6-号 - o･7×
1()~2以上の温度に上げないようにする｡そうして微小な下向き磁場に変化させて温度掃引す
ると2番のような上向きのMs-T曲線が得られる0 3回目は 6-2･7×10-2まで戻して下向き
磁場で測定したが,3番のように下向きMs-r曲線が得られる｡ それゆえ 6 -0･7×1012程度
での para状態は前の磁化過程を記憶していることになる｡ これに対して fig-2では 6-
2･7×10-2から上向き磁場下で温度掃引するが,掃引途中で下向き磁場に反転させた時のMs-
T曲線であるo para状態である限りは,いかにTN近くで下向き磁場に反転 しても常に磁場
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